
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小5 中学受験 算数 はってん こたえ 名前

比と連比 月 日

1 連比と差・3つの分数の条件から比 発展

次の問いに答えなさい。

(1) 3つの数 A、B、C があります。A の 
5

9
、B の 

1

3
、C の 

1

4
 は、どれも同じ数になりま

す。A : B : C を、もっとも簡単な整数の比で表しなさい。

5 ÷ 
5

9
 = 9　5 ÷ 

1

3
 = 15　5 ÷ 

1

4
 = 20　答え 9 : 15 : 20(同じになる数を、分子 5・1・1 の最

小公倍数 5 とおく)

(2) 3つの数 A、B、C があります。A : B = 5 : 2、B : C = 7 : 5 で、A と C の差は 125 で

す。B はいくつですか。

2 × 7 = 14　14 ÷ 2 = 7　5 × 7 = 35　14 ÷ 7 = 2　5 × 2 = 10　125 ÷ (35 − 10) = 5　5 × 14 =

70　答え 70(A : B : C = 35 : 14 : 10 の、比の数の差 25 が 125 にあたる)

2 和との比・2つずつの和の比から A : B : C 発展

次の問いに答えなさい。

(1) 3つの数 A、B、C があります。A : (B + C) = 3 : 5、B : (A + C) = 1 : 6 のとき、A :

B : C を、もっとも簡単な整数の比で表しなさい。

3 + 5 = 8　1 + 6 = 7　8 × 7 = 56　3 × (56 ÷ 8) = 21　1 × (56 ÷ 7) = 8　56 − 21 − 8 = 27　

答え 21 : 8 : 27(3つの和 A + B + C を、8 と 7 の最小公倍数 56 にそろえる)

(2) 3つの数 A、B、C があります。(A + B) : (B + C) : (C + A) = 5 : 7 : 10 のとき、A :

B : C を、もっとも簡単な整数の比で表しなさい。

5 + 7 + 10 = 22　22 ÷ 2 = 11　11 − 7 = 4　11 − 10 = 1　11 − 5 = 6　答え 4 : 1 : 6(3つの

和をたすと、A + B + C の2つ分になる)

できた / 4問
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